
1

〒770–0812　徳島市北常三島町2丁目34番地　徳島市民病院
Tel（088）622–5121（代表）

徳島市民病院の理念
「思いやり・信頼・安心」

令和2年4月

22号
徳島市民病院の理念

「思いやり・信頼・安心」 222222222222222222222
徳島市民病院だより徳島市民病院だより

　

先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
徳
島
市

民
病
院
の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
曽
根
三
郎
氏
の
後
任
と

し
て
令
和
二
年
四
月
一
日
に
徳
島
市
病
院
事
業
管
理

者
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
安
井
夏
生
と
申
し
ま
す
。

曽
根
氏
と
は
同
級
生
で
あ
り
、
古
希
を
越
え
た
仲
間

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
幸
い
健
康
に
は
恵
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
徳
島
市
民
病
院
が
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
、
市
民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
信
頼
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
、
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
学
生
時
代
は
徳
島
大
学
剣
道
部
医
学
科
に
所

属
し
、
連
日
稽
古
に
明
け
暮
れ
て
お
り
ま
し
た
。
勉

強
は
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
手
先
が
器

用
で
あ
っ
た
た
め
整
形
外
科
を
選
択
し
ま
し
た
。
生

ま
れ
が
大
阪
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
卒
後
す
ぐ
に
大

阪
大
学
の
整
形
外
科
に
入
局
い
た
し
ま
し
た
。
さ
す

が
に
大
阪
大
学
は
懐
が
深
く
、
他
学
出
身
者
の
悲
哀

を
味
わ
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
十
三
年
一
月
に
母
校
の
整
形
外
科
に
教
授
と
し

て
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。
徳
島
を
飛
び
出
し
た
は
ず

の
私
を
母
校
は
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

教
授
定
年
の
二
年
前
か
ら
五
年
間
、
病
院
長
を
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
徳
島
大
学
を

退
職
し
た
の
は
六
十
八
歳
の
時
で
す
。
自
由
の
身

と
な
り
、
高
齢
者
を
相
手
に
気
楽
な
診
療
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
日
「
人
生
百
歳
ま

で
現
役
じ
ゃ
」
と
の
天
の
声
が
あ
り
、
本
職
を
お

引
受
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
の
少
子
化
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
「
徳
島

県
地
域
医
療
構
想
」
が
示
さ
れ
、
病
院
機
能
の
分

化
・
役
割
分
担
・
連
携
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
徳
島
市
民
病
院
で
は
「
地
域
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」「
関
節
治
療
セ
ン
タ
ー
」「
が

ん
セ
ン
タ
ー
」
を
三
本
の
柱
と
位
置
付
け
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
医
が
最
先
端
の
医
療
を
提
供

で
き
る
体
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
医
師
会

と
連
携
し
て
救
急
医
療
、
災
害
医
療
に
も
積
極
的

に
取
り
組
む
と
同
時
に
、
徳
島
大
学
と
の
連
携
で

臨
床
研
修
病
院
と
し
て
人
材
育
成
に
も
寄
与
し
て

お
り
ま
す
。

　

最
近
、医
師
の
長
時
間
労
働
の
実
態
を
受
け「
医

師
・
医
療
従
事
者
の
働
き
方
改
革
」
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
徳
島
市
民
病
院
で
も
こ
の
問
題
に

積
極
的
に
取
り
組
み
改
善
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
収
益

の
確
保
と
経
営
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
、
医
療
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。

私
に
は
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
多
す
ぎ
て
多
少
戸

惑
っ
て
お
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
謙
虚
に
、
か
つ

誠
意
を
も
っ
て
問
題
解
決
に
努
力
い
た
し
ま
す
の

で
、
先
生
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

理
想
的
な
徳
島
市

民
病
院
と
は
、
地
域

の
方
々
や
連
携
医
の

先
生
方
か
ら
信
頼
さ

れ
る
公
的
中
核
病
院

だ
と
思
い
ま
す
。
病

院
で
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
医
療
が
根
本
で
あ
り
、
効
率

よ
く
稼
働
す
る
た
め
に
は
楽
し
く
働
き
や
す
い
職
場

環
境
作
り
が
最
も
重
要
で
す
。
ま
た
、成
績
の
良
い
、

安
心
安
全
な
治
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
高
い
志

と
責
任
を
も
っ
て
医
療
連
携
を
さ
ら
に
推
進
さ
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
よ
う
な
認
識
を
多
く
の
職

員
と
共
有
す
る
こ
と
が
、
市
民
病
院
の
発
展
に
繋
が

り
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
私
自

身
も
、
整
形
外
科
部
門
の
み
な
ら
ず
病
院
全
体
、
地

域
医
療
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
副
院
長
兼
整
形
外
科
総
括
部

長
・
関
節
治
療
セ
ン
タ
ー
長
） 　

４
月
１
日
か
ら
教

育
担
当
の
副
院
長
を

務
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
２
０
１
３

年
１
月
か
ら
耳
鼻
咽

喉
科
で
勤
務
し
始
め

７
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
臨
床
教
育
セ
ン

タ
ー
長
と
し
て
医
学
生
や
研
修
医
の
対
応
に
あ
た
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
臨
床
工
学
室
長
の
兼
務
、

徳
島
市
民
病
院
医
学
雑
誌
と
病
院
の
年
報
の
編
集
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
徳
島
市
民
病
院
が
目
指
す
医
療

を
実
施
し
て
い
く
上
で
、
徳
島
大
学
お
よ
び
大
学
病

院
と
の
連
携
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た

新
た
な
力
と
な
る
医
療
人
を
育
成
し
て
い
く
上
で
当

院
が
「
教
育
・
研
修
機
関
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
、
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。（
副
院
長
兼
耳
鼻
咽
喉
科
総
括
部
長
・
臨
床

工
学
室
長
）

事
業
管
理
者
就
任
の
ご
挨
拶

田村　公一中野　俊次

副
院
長
就
任
に
あ
た
り

安井　夏生
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当
院
は
転
移
の
な
い
限
局
性
前

立
腺
が
ん
に
対
し
て
密
封
小
線
源

療
法
（
ヨ
ウ
素
１
２
５
線
源
の
留

置
）
を
開
始
し
ま
し
た
。
前
立
腺

が
ん
治
療
は
、
手
術
、
放
射
線
治

療
、
監
視
療
法
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
の
定

期
的
検
出
）
が
３
本
柱
。
小
線
源

療
法
は
前
立
腺
の
中
に
留
置
し
た

線
源
か
ら
が
ん
細
胞
を
照
射
、
死

滅
さ
せ
る
治
療
で
す
。
外
照
射
と

比
べ
前
立
腺
内
の
照
射
に
充
分
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
と
ど
ま
る
た

め
、周
囲
へ
の
照
射
量
が
少
な
く
、

直
腸
や
膀
胱
で
の
放
射
線
障
害
の

可
能
性
が
低
い
（
副
作
用
が
少
な

い
）
の
が
、
治
療
の
大
き
な
利
点

で
す
。
尿
失
禁
が
少
な
く
、
性
機

能
は
維
持
さ
れ
や
す
い
、
ま
た
治

療
入
院
も
３
泊
と
短
期
間
で
す
む

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
は
福
森
知
治
・
泌
尿
器
科

総
括
部
長
ら
泌
尿
器
科
医
師
と
放

射
線
科
専
門
医
、
看
護
師
、
放
射

線
技
師
、
臨
床
工
学
技
士
の
チ
ー

ム
で
担
当
し
ま
す
。
福
森
総
括
部

長
は
、
前
立
腺
が
ん
治
療
が
専
門

で
、
徳
島
大
学
病
院
在
籍
中
の

２
０
０
４
年
に
小
線
源
療
法
を
立

ち
上
げ
、
２
０
１
２
年
か
ら
ダ

ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
小
線
源
単
独
治
療
の
み
な

ら
ず
、
小
線
源
に
放
射
線
外
照
射
、

ホ
ル
モ
ン
療
法
を
加
え
た
ト
リ
モ
ダ

リ
テ
ィ
ー
療
法
も
可
能
に
な
り
ま

す
。
ト
リ
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
療
法
は
Ｐ

Ｓ
Ａ
非
再
発
率
が
高
く
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
値

や
グ
リ
ソ
ン
ス
コ
ア
の
高
い
高
リ
ス

ク
が
ん
に
対
し
て
有
効
な
治
療
と
し

て
、
選
択
で
き
ま
す
。
手
術
（
前
立

腺
全
摘
）
が
適
当
な
ケ
ー
ス
で
は
大

学
病
院
と
の
連
携
医
療
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

小
線
源
治
療
に
あ
た
っ
て
は
３
、

４
週
間
前
に
治
療
の
た
め
の
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
（
照
射
計
画
づ
く
り
）
を
行

い
ま
す
。
経
直
腸
エ
コ
ー
で
前
立
腺

の
形
態
を
解
析
。
こ
の
デ
ー
タ
を
も

と
に
線
源
の
配
置
、
線
源
使
用
数
を

決
定
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
10
Ｆ
病

棟
に
入
院
し
、
治
療
当
日
は
４
Ｆ
手

術
室
で
腰
椎
麻
酔
を
行
っ
て
か
ら
、

同
フ
ロ
ア
ー
の
小
線
源
治
療
室
で
線

源
を
挿
入
し
ま
す
。
治
療
時
間
は
１

時
間
半
程
度
で
す
。

　

1
月
末
か
ら
２
月
中
、
放
射
線

シ
ー
ル
ド
工
事
、
床
シ
ー
ト
張
り
替

え
、
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
施
設
改
修

を
行
い
、
３
月
初
め
に
は
関
連
部
署

医
師
、
看
護
師
ら
合
同
で
治
療
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
17
日
に

最
初
の
患
者
さ
ん
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
行
い
、
４
月
14
日
か
ら
小
線
源
治

療
が
始
動
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
た
め
、
当
院
で
は
来

院
の
方
全
て
の
検
温
を
行
い
、

ま
た
入
院
患
者
へ
の
面
会
は
原

則
禁
止
し
て
い
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
–
19

に
つ
い
て
の
相
談
・
受
診
の
目

安
」
に
該
当
さ
れ
る
患
者
さ
ん

は
、
ご
紹
介
の
前
に
最
寄
り
の

保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
発
熱
、
嗅
覚
・
味
覚
異
常
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

疑
い
の
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

受
診
の
前
に
必
ず
当
院
に
ご
一

報
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
院
内
感
染
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
で
す
の
で
、
ご

理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ–
19
相
談
・
受
診
の
目
安

息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）、
強

い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）、
高
熱

等
の
強
い
症
状
が
あ
る
場
合
。

重
症
化
し
や
す
い
方
。
ま
た
、

発
熱
や
咳
な
ど
風
邪
の
症
状
が

続
く
場
合
等
。

前
立
腺
が
ん
治
療
、少
な
い
副
作
用

TMH
最新医療

が  ん

TMH
最新医療

手術室の福森医師。事前の解析で線源配置計
画を作成、ディスプレイで確認しながら線源
留置を実施

小線源療法開始

感染防止、連携医療機関へお願い
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当
院
内
科
は
４
月
か
ら
診
察
室
を
２

室
増
や
し
、
７
診
体
制
で
外
来
診
療
を

行
っ
て
い
ま
す
。
内
科
は
血
液
内
科
、

消
化
器
内
科
、
循
環
器
内
科
、
腫
瘍
内

科
、
呼
吸
器
内
科
、
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
内
科
、
糖
尿
病
・
代
謝
内
科
の
専
門

医
が
、
最
新
の
医
療
情
報
・
手
技
を
取

り
入
れ
、
外
科
・
放
射
線
科
、
他
科
と

も
連
携
し
て
総
合
的
、
質
の
高
い
医
療

を
提
供
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
総
合
診

療
外
来
を
新
設
、
前
副
院
長
の
渡
辺
滋

夫
医
師
が
７
診
で
診
察
を
行
い
ま
す
。

　

内
科
は
こ
れ
ま
で
診
察
室
が
不
足
、

手
狭
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。昨
年
度
、

　

Ｒ
Ｓ
Ｔ
（Respiration Support T

eam

）

は
、
人
工
呼
吸
器
を
装
着
す
る
患
者
の
呼
吸
管

理
を
支
援
す
る
「
呼
吸
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
で

す
。
当
院
で
は
２
０
１
４
年
に
呼
吸
器
内
科
・

外
科
医
師
、
麻
酔
科
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療

法
士
、
臨
床
工
学
技
士
な
ど
の
多
職
種
で
発
足

し
ま
し
た
。
発
足
に
あ
た
り
メ
ン
バ
ー
が
呼

吸
療
法
認
定
士
の
資
格
を
取
得
し
、
呼
吸
ケ

ア
ワ
ー
キ
ン
グ
を
呼
び
か
け
て
、
看
護
師
基

準
・
人
工
呼
吸
器
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
看
護

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
見
直
し
、
口
腔
ケ
ア
の
手

技
の
確
認
や
伝
達
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
こ
と
は
、
集

中
治
療
の
患
者
管
理
に
お
い
て
重
要
な
ウ
エ
ー

ト
を
占
め
ま
す
。
機
器
の
進
化
に
伴
い
人
工
呼

吸
器
の
管
理
方
法
も
変
化
し
、
ま
た
人
工
呼
吸

器
を
装
着
す
る
こ
と
に
よ
り
苦
痛
を
伴
い
、
人

工
呼
吸
器
関
連
肺
炎
（
Ｖ
Ａ
Ｐ
）
と
い
っ
た
リ

内
科
診
察
室
増
設
、７
診
体
制
に

▲
増
設
し
た
内
科
６
診
（
右
）、
７
診

医
師
を
増
員
し
た
こ
と
も
あ
り
、
診
察

室
を
増
や
し
て
診
療
態
勢
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
年
度
、
内
科

は
医
師
20
名
体
制
。
外
来
診
療
は
上
記

外
来
に
加
え
、
禁
煙
外
来
、
女
性
外
来

を
設
け
て
い
ま
す
（
い
ず
れ
も
予
約

制
）。
曜
日
ご
と
の
診
察
担
当
は
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

診
察
室
増
設
に
あ
た
っ
て
、
２
階
内

科
外
来
に
隣
接
す
る
超
音
波
検
査
室
を

移
設
し
、
そ
の
あ
と
に
内
科
６
診
、
７

診
の
診
察
室
を
設
け
ま
し
た
。
１
月
か

ら
天
井
・
壁
の
解
体
、
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ

ン
設
置
な
ど
改
修
を
進
め
、
診
療
準
備

を
整
え
ま
し
た
。

　

超
音
波
検
査
は
心
電
図
、
肺
機
能
検

査
な
ど
行
う
生
理
検
査
室
へ
移
し
ま
し

た
。
昨
年
11
月
、
生
理
検
査
室
の
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
撤
去
、機
器
移
設
を
終
え
、

ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
の
検
査
室
と
し
て
稼
働

し
て
い
ま
す
。

ス
ク
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
Ｒ
Ｓ

Ｔ
は
、
院
内
の
呼
吸
ケ
ア
に
関
す
る
標
準
化
及

び
人
工
呼
吸
器
の
早
期
離
脱
、
ケ
ア
の
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
の
一
つ
が
チ
ー
ム
ラ
ウ
ン
ド
。
患

者
の
状
態
を
把
握
し
適
切
な
支
援
を
行
う
こ

と
、
ス
タ
ッ
フ
の
相
談
に
乗
る
こ
と
で
ケ
ア
へ

の
負
担
感
を
軽
減
す
る
目
的
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
活
動
の
も
う
一
つ
は
教
育
・
啓
蒙
で
、チ
ー

ム
定
例
会
・
勉
強
会
を
月
1
回
開
く
と
と
も
に
、

定
期
的
に
職
員
向
け
の
呼
吸
ケ
ア
勉
強
会
も
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、
装
着
か
ら
48
時
間
以
上
経
過
し
て

人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
患
者
が
ラ
ウ
ン

ド
の
対
象
で
し
た
が
、
昨
年
春
よ
り
、
装
着
初

期
の
ト
ラ
ブ
ル
を
軽
減
す
べ
く
、
装
着
開
始

時
か
ら
ラ
ウ
ン
ド
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
の
ラ
ウ
ン
ド
対
象
患
者
は
13
名

で
、
ラ
ウ
ン
ド
回
数
は
41
回
に
及
び
ま
し
た
。

人
工
呼
吸
器
装
着
の
早
期
に
多
職
種
で
活
発
な

意
見
交
換
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
そ
の
患
者
に

あ
っ
た
ケ
ア
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
メ
ン
バ
ー
は
長
谷
加
容
子
委
員
長

（
呼
吸
器
内
科
）
以
下
、
20
名
で
す
。
現
在
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
へ
の
対
応
に
つ
い

て
頻
繁
に
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
該
当

患
者
が
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
た
場
合
の
設
定

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
、
看
護
師
全
体
で
呼
吸

器
患
者
の
ケ
ア
が
行
っ
て
い
け
る
よ
う
、
さ
ら

に
勉
強
会
を
増
や
し
、備
え
て
い
る
状
況
で
す
。

Ｒ
Ｓ
Ｔ
の
活
動
は
多
職
種
間
の
連
携
な
く
し
て

は
成
り
立
た
な
い
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
服
部
真
美
）

RST（呼吸サポートチーム）

患
者
さ
ん
の
呼
吸
管
理
を
支
援
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　研修医 2年目になる、白石真理子
と申します。出身は愛知県みよし市
で、大学から徳島に参りました。大
学ではサッカー部のマネージャー、
FLS（英会話サークル）、TALS（ICLS・
ACLS 勉強会）、TICO YOUTH（国
際協力サークル）などで活動して
きました。特にサッカー部のマネー
ジャーとしては、西医体・全医体優
勝や天皇杯本戦出場など貴重な経験
ができ、サポートし続けたことにと
ても幸せを感じることができました。
幼少期 3 年くらいと、高校時代 1 年

間の留学でイギリスに住んでいたこ
ともあります。そのおかげで英語は
ペラペラとまではいきませんが少し
得意なので、今後も勉強し続けて診
療現場等でも生かせたらと思ってお
ります。
　あっという間に初期臨床研修医と
しての 1年間が終わってしまい、気

づけば私たちも2年目となります。1、
2 か月毎に様々な科で研修をさせて
いただき、指導医の先生と一緒に日
当直もさせていただいて、たくさん
の勉強の機会を与えられてきました。
その中でどれだけのことを吸収でき
たかは自分でも測りかねますが、少
なくとも去年の 4月の何もわからな
い状態だった時に比べれば、いろい
ろな可能性を考えて動く力も身に付
き、責任感を持って仕事に臨めるよ
うになったと感じています。あと 1
年もする頃には専攻する科も決めな
ければなりません。残りの期間で意
思を固めていこうと思います。そし
て今後いつまでも患者さんのことを
考えた医療ができるように、今の一
日一日の研修を大事に、学びを深め
つつ過ごしていきたいです。

　当院は４月１日付で医師８名を採
用、臨床研修医２名を含めて新しい
医師 10 名が着任しました。採用は岡
崎潤（内科主任医長）、近清素也（外
科主任医長）▽後藤仁（整形外科主

任医長）▽千田いづみ（耳鼻咽喉科
主任医長）▽瀬戸公介（泌尿器科主
任医長）▽竹原恵美（外科医師）▽
片山幸子（産婦人科医師）▽篠原光
治（麻酔科医師）です。また、各診

療科を担う診療部長に５名が昇格。
徳島市民病院は連携医のみなさまと
力を合わせ、患者さん一人一人に寄
り添う、安心・安全の医療を届けら
れるよう、努めてまいります。ご支
援のほどよろしくお願い致します。

　臨床研修2年目 白石真理子
研修医日記
リレー版

内科主任医長

岡崎　潤
【専門分野】
消化器内科

耳鼻咽喉科主任医長

千田いづみ
耳鼻咽喉科・頭頸部外科、
小児難聴

外科主任医長

近清　素也
消化器外科
一般外科

泌尿器科主任医長

瀬戸　公介
泌尿器科一般・透析

外科医師

竹原　恵美
一般外科

麻酔科医師

篠原　光治
麻酔内科

整形外科主任医長

後藤　仁
関節外科・整形外科一般

臨床研修医

吉田　結理
２年次（AWAすだち）

産婦人科医師

片山　幸子
産婦人科

臨床研修医

村山　美咲
１年次（AWAすだち）

内科

河野　智仁
【専門分野】
循環器内科

内科

福野　天
ひろし

消化器内科

脳神経外科

宇山　慎一
脳神経外科全般

整形外科

中村　勝
関節疾患

救急室
外科

井川　浩一
消化器外科

新任医師 ご紹介

新診療部長 ご紹介 新任医師 ご紹介

新診療部長 ご紹介


